
片
上
鉄
道
保
存
会

平

成

３

年

６

月

渕

目
、

岡

山

県

備

前

市
の
片
上
湾
に
接
す
る
片
上

駅
を
起
点

に

し
、

ハ

酉

胃

本

の

｛

陽

本

線

の

和

気

駅

を

経

出

し

て
、

吉

井

川

に

沿

っ

て

北

上
、

同
県
柵
原
町

（
現
美
咲
町
）

の
柵

原

駅

を

終

点

と

す

る

全

線

３３

・
８

㎞

の

「
岡
和
鉱
業
株
式
会
礼
片
土
鉄
遣
事
薬

所
」
が
、

７２

年

間

の

歴

史

を

閉

じ

た
。

「
片
上
鉄
道
」

の
使
命
は
、

柵
涼
鉱
山

か
ら
採
掘
さ
れ
た
硫
化
鉄
鉱
を
、

瀬
戸

内
海
の
片
上
港
ま
で
輸
送
す
る
も
の
で

あ

っ

た
。

昭

和

４０

年

頃

の

最

盛

期

に

は

年
間
９０

万
ト
ン
以
上
の
硫
化
鉄
鉱
を
産

出

し

て

い

た

が
、

海

外

か

ら

安

い

硫

化

平
成

／０

年

ｕ

月
に
吉
ケ
原
駅
跡
地
を

整
備
し
「
柵
原
ふ
れ
あ
い
鉱
山
公
園
」
が

開

園

し

た
。

犯

月

に

第

一

同

の

展

示

運

鮎

が

実

施

さ

れ
、

平

成

〃

年

１１

月

に

は
土
㎝
ケ
原
駅
舎
が
登
録
有
形
文
化
財
に

指

定

さ

れ

今

日

に

至

っ

て

い

る
。

展
示
運
転
は
美
咲
町
の
委
託
を
受
け

て
、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

よ

る

１８

名

の

会

員

に

よ

っ

て
、

毎

月

第

一

膚

曜

目

に

行

わ

れ

て

い

る
。

会

員

は

弼

山

県

の

み

な

ら
ず
、

広
轟
県
並
び
に
関
西
在
住
者
も

１０８

鉄
鉱
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

需

要

が

減

っ

た

た

め

閉

凶

と

共

に
、

鉄

路

も

廃
止

と
な

っ
た

の
で

あ

る
。

元
国
鉄
で
活
躍
し
た
戦
前
型
の
気
動

束
や
汽
車
旅
に
相
応
し
い
旧
型
客
車
が

残

っ

て

い

た

二

と

か

ら
、

鉄

道

文

化

の

遺
産
と
も
呼
べ

る
貴
重
な
東
両
保
存
の

動

き

が

高

ま

り
、

有

志

に

よ

っ

て

平

成

４

年

㍍

月

王

目

に
「
片

上

鉄

道

保

存

会
一

が

結

成

さ

れ

た
。

平

成

７

年

に

塀

体

を

免

れ

た

ｕ

両

を

吉

ヶ

原

駅

跡

地

に

集

め
、

聯脇ミ～パ董失ロマン衡遭へ

多

く
、

各

冷

淡

鉄

道

マ

ン

の

制

服

を

漢

と

い
、

真

剣

な

眼

差

し

の

も

と

安

全

第

一

で

行

わ

れ

て

い

る
。

通

常

旧

国

鉄

の

キ

ハ

０４

型

２

雨
一
内

玉

両

は

向

杜

発

注

と

キ

ハ

０７

型

が

燭

い

ら

れ

て

お
り
、

転

は

柵

時

か

ら

ｕ

時

３０

分

ま

で

と
、

Ｈ

時

か

ら

１５

時

ま

で

の

３０

分

毎

と

な

っ

て

い

る
。

乗

車

を

す

る

に

は
、

駅

舎

内

の

改

札

口

で

２

０

０

円

を

払

い

「
片

上
鉄
道
保
存
会
一

の
一
肖
会
負
と
な
れ

ば

よ

い
。

今

で

は

新

躯
、両

や

エ

ン

ジ

ン

の

載

せ

替

え

で

闘

け

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

叩
定

椿

出

力

玉

８

◎

畷

獺

獺

獺

燦

蟹

の

独

特

の

カ

リ

カ

リ

と

い

う

ア

イ

ド

リ

ン

グ

音

の

申
、

発

車

ベ

ル

が

鳴

り

響

き
、

タ
プ
レ
ッ
ト
を
受
け
取
り
信
号
が
青
に

な

る

と
、

タ

イ

フ

ォ

ン

を

嶋

ら

し

て

柵

原

方
、
面

に

向

け

て

動

き

始

め

る
。

懐

か

し

い

カ

ン

カ

ン

カ

ン

と

鳴

る

踏

み

切

り

を

越

す

と
、

１６

・

７

パ

ー

ミ

ル

の

ト

り

勾

配

と

な

る
。

時

速

２０

㎞

の

走

行

で
、

場
内
信
珍
機
を
越
え
た
あ
た
り
の
無
人

踏

切

の

手

前

ま

で
、

約

３

０

０

ｍ
の

走

行

と

な

る
。

一

且

バ

ッ

ク

し

て

２

番

線

に

入

り
、

再

び

往

復

し

て

１

番

線

に

戻

つ

芯

く

番

⑱

養

塞

雄

運

転

裟

じ

で

い

る
。

機

関

手

・

車

掌

・

踏

切

・

駅

な

ど

棉

互

で
無
線
に
よ
る
安
全

確
認
を
徹
底
し
て

い

る

の

で
、

折

り

返

し

の

停

車

時

間

が

長

く

な

り
、

単

純

な

２

往

復

運

転

で

は

な

い

の

で
、

乗

叙

時

間

は

そ

こ

そ

こ

に

な

る
。

原

寸

大

の

鉄

道

模

型

と

も
、
青
っ

て

い

い

で

あ

ろ

う

か
、

鉄

道

模

型

の

レ

イ

ア

ウ

ト

に

換

算
す

る

と
、

１

／

８０

の

㎜

ゲ

ー

ジ

で

あ

れ

ぱ

３

・

術

㎜
の

６

帖

相

当

分

巾
、

王

／

１

５

０

の

Ｎ

ゲ

ー

ジ

で

も

２

㎜
巾

と

な

る
。

保存 靭簿の逮転 キハ０７塑気動車
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棚
僚
鉱
山
資
料
館

東
洋
一
の
硫
化
鉄
鉱
山
と
し
て
栄
え

た
、

沼

和

３０

年

頃

の

鉱

山

や

生

活

ぶ

り

を

セ

ッ

ト

で

再

現

し

て

お

り
、

コ

階

に

は
背
な
つ
か
し
い
鉱
山
町
を
実
感
で
き

る
実
物
大
に
造
つ
た

「
鉱
山
町
の
に
ぎ

わ

い

コ

ー

ナ

ー
■
、

鉱

｛

や

片

上

鉄

道

の

歴
史
が
分
か
る

「
柵
原
の
鰹
史
コ
ー
ナ

⊥

、

立

体

絵

Ｈ

記

で

見

る

炭

鉱

夫
、

宗

の

葎

ら

し

の

「
炭

鉱

町

の

く

ら

し

コ

ー

ナ

ー
」

な

ど

と
、

曹

重

な

映

像

で

炭

鉱

町

の
、
歴

史

を

兇

る

「
炭

鉱

町

の

映

像

コ

ー

ナ

ー
」

な

ど

が

整

っ

て

い

る
。

ユ

階

か
ら
地
下
ユ
階
へ
下
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
、

行
先
表
示
が

『
坑
内
』

と
な
っ
て

お

り
、

ゆ

っ

く

り

と

し

た

ス

ピ

ー

ド

で

臨
場
感
に
沸
ち
た
擬
音
が
響
き
、

地

下

４
０
０

皿
で
の
採
掘
作
業
の
雰
囲
気
を

味

わ

え

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る
。

採

掘

か
ら
輸
送
ま
で
が
分
か
る

「
鉱
｛
町
展

示

コ

ー

ナ

ー
」
、

実

物

大

の

坑

道

が

体

験

で

き

る

「
採

掘

最

的

線

コ

ー

ナ

ー
」
、

蟻

の
巣
の
よ
う
な
鉱
山
の
巾
を
紹
介
し
た

「
立

体

鉱

凶

コ

ー

ナ

ー
一

な

ど
、

楽

し

み

な

が

ら

学
べ

る

よ

う

に

な

つ

て

い

る
。

坑
道
農
業

展
示
運
転
門
に
合
わ
せ
て
午
前
の

１０

時

３０

分

と

午

後

の

１３

時

３０

分

の

王

回

づ

つ
、

閉

山

と

な

っ

た

柵

原

鉱

山

の

坑

道
を
有
効
活
用
し
た

「
坑
道
農
業
」

を

兇

学

す

る

ツ

ア

ー

が

あ

る
。

定

員

は

４０

名
で

「
柵
原
ふ
れ
あ
い
鉱
山
公
鰯
」

内

に

あ

る
、

「
柵

原

鉱

｛
資

料

館
」

で

登

録

を

し

て

か

ら
、

マ

イ

ク

ロ

バ

ス

で

「
坑

道

農

業

浪

漫

館
㎞

へ
。

こ

こ

で

３

０

０

円

を

払

い
、

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

着

用

の

上
、

坑

道

内

部

に

入

っ

て

い

く
。

素

掘

り

の

坑
道
の
想
元
は
歩
き
や
す
い
よ
う
に
、

コ

ン

ク

ジ

ー

ト

で

平

ら

に

な

っ

て

い

る

が
、

坑

内

軌

道

の

レ

ー

ル

が

残

っ

て

い

る

所

も

あ

り
、

廃

線

マ

ニ

ア

に

は

必

兇

だ
。

坑

道

の

一

部

は

暗

い

上

に

背

丈

よ

り

も

低

い

所

が

あ

り
、

っ

い

ゴ

ツ

ン

と

や

っ

て

し

ま

う
。

年

間

を

通

じ

て

気

温

蝿

℃
と
高
湿
度
の
暗
闇
の
環
境
を
生
か

し

て
、

ワ

イ

ン

や

純

米

酒

の

長

期

貯

蔵
、

黄

三
フ

や

う

ど

の

軟

化

栽

培
、

花

苗

発

芽
の
調
整
、

菌
床
椎
茸
栽
培
や
イ
チ
ゴ

花
芽
分
化
促
進
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。

他

に
、

酸

索

量

を

調

整

す

る

高

所

環

境

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

実

験

施

設

な

ど

を
、

至珊
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郷
一
餓
薫

嚢

憾
餓
榊
繊

鷲

鑑
灘
載
懇

慈

慈
苗

片
鉄
ロ
マ
ン
街
道

片
上
か
ら
占

ケ
原
ま
で
の
廃
線
跡
を

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

舗

装

し

て

整

備

し

た

サ

イ

ク

リ

ン

グ

専

期

の

口

…

ド

で
、
一
平

成

陀

年

Ｈ

月

以

目

に

開

通

し

て

い

る
。

台
風
で
鉄
橋
が
流
さ
れ
た
迂
同
区
閤
以

外

は
、

鰻

道

３

７

４

号

線

と

吉

井

川

に

沿

っ

て
、

快

適

な

サ

イ

ク

リ

ン

グ

ロ

ー

ド

と

な

っ

て

お

り
、

プ

ラ

ッ

ト

ホ

ー

ム

や
信
珍
機
の
他
に
、

駅
舎
が
完
全
に
残

っ

て

い

る

所

も

あ

り
、

休

憩

だ

け

で

な

く

雨

を

し

の

げ

る

よ

う

に

も

な

っ

て

い

る
。

貨
物
の
接
続
が
あ
っ
た
現

双

和
気

駅

の
、

山

陽

本

線

を

跨

ぐ

ガ

ー

タ

ー

橋

は
燈
色
に
塗
り
替
え
ら
れ
健
在
で
あ
っ

た

が
、

線

路

跡

は

広

場

と

な

っ

て

昔

の

面

影

は

ま

つ

た

く

な

く

な

っ

て

い

た
。

片
上
鉄
道
は
こ
こ
ま
で
ほ
ぼ
平
坦
で
あ

る

が
、

こ

の

ひ

と

つ

先

の

中

山

駅

を

過

ぎ
る
と
徐
々
に
勾
配
が
き
つ
く
な
り
清

水

駅

か

ら

サ

ミ

ッ

ト

越

え

と

な

る
。

情

水
ト
ン
ネ
ル
を
越
す
と
片
鉄
ロ
マ
ン
街

道
の
基
点
と
な
る
備
前
サ
イ
ク
ル
タ
ー

ぐ
、
ナ

ル

で
、

か

な

り

の

車

が

置

け

る

広

場

縫

滋

綴

懇

綴

慈
麗

撚
鰯
構
㎜
蟻
撚
一
鰯
翻
榊
鰯

者

以

外

は
、

自

転

車

を

二

こ

ま

で

搬

送

し

て

利

用

す

る

こ

と

に

な

る
。

一

応

こ

の

先

も

サ

イ

ク

リ

ン

グ

ロ

ー

ド

と

し

て

整

備

さ

れ

て

い

る

が

激

下

り

の

２８

自

６

パ

ー

ミ

ル

と

な

り
、

｛

陽

新

幹

線

の

真

、
下

が

正

式

な

サ

イ

ク

リ

ン

グ

ロ

ー

ド

の

起

点

と

な

る
。

従

っ

て

注

固

な

ど

が

あ

る

た

め
、

別

・

２３

㎞

と

鉄

道

の

キ

ロ

数

と

は

若

干

異

な

っ

て

い

る
。

こ

の

先

も

整

備

は

さ

れ

て

い

る

が
、

１Ｒ。
赤

穂

線

の

，
廼

片

上

駅

を

過

ぎ

た

少

し

先

で
、

道

路沖 鉄ロマ 功 録道 １芒附’１二聾郷弥、ζ汲 ｍ
ポ スト

鱗

灘

磁
州
謹
灘
㈱
謹

騒

鱗

潔

潔

濠

潔

滋

※

琢

で

途

絶

え

て

し

ま

っ

た
。

再

開

発

で

様

子

が

つ

か

み

に

く

か

っ

た

が
、

な

ん

と

か

旧

片

上

駅

跡

に

辿

り

着

く

と
、

バ

ラ

ス
ト
だ
け
の
廃
線
跡
の
一
線
だ
け
が
残

っ

て

お

り
、

Ｏ

㎞

の

キ

ロ
ポ

ス

ト

が

夕

闇

に

出

く

輝

い

て

い

た
。

１１１


